














































































































































































































































































































































































附件  本间喜一君至内山完造函（译文）一通 





















    径启者：兹有日本爱知县丰桥市爱知大学学长本间喜一（前东亚同文书院大学校长）
来函说：前东亚同文书院大学所有图书类，已於 1945 年 12 月由中华民国教育部接收委员
蒋先生，委员郑振铎先生接受。他们大学有十来位教授费下十几年工夫从事编篡华日辞典，
所收语汇约有十四萬语，原稿卡片约十五萬片，分装五大木箱，也与图书类一同被接收了。 
    际此日本青年学子愈要学习贵国的一切的时候，愈要学习贵国语言文学的时候，像样
的辞典是愈是急需的。爱知大学有鉴于兹，很愿意请贵国有关方面将读原稿卡片交还，以
便赶紧整理成书。 




































































































































































































































辑部将 1945 年 12 月被接收的华日辞典原稿卡片交还。详情请就本间喜一君原函看。 
  此种辞典在敝国所最缺乏，际此日本青年学子诸事要跟贵国学习的时候，如蒙交还，编
纂成书，以便敝国人学习贵国语文与文化，是所至欣至感！ 



















































































この「華日辞典」のカードは日本が投降し と に国民党 国立編訳館に接収され、当時すでに一部が遺失されておりました なお十四万枚が保存されて り 開放後わ 国の人民政府に接収されたものであります。
 
この辞典カードは敵産として没収したものであり、本来ならば、おかえし きないものでありますが中日両国人民の友誼と、 文化交流促進の見地から、 今はわ 会がうけとり、文化交流 贈物として、日本の 々にわ 会からお送 するものです。
 






























































































 7 月 22 日付をもって御手紙並びに「中日大辞典」改訂第二版 1 部頂戴いたしました。 
 私は 7 月 23 日、急性閉塞性胆管炎の発病で、同夜東京専売病院に入院いたし 50 日






 1949 年 10 月     中華人民共和国成立。 
 
 1950 年 1 月 12 日   東京参議院会館にて日中友好協会発起人総会開き、日中友 
            好協会準備会成立。 
 
 1950 年夏       日中両国間に新聞、雑誌等資料交換恒常化 
            中国側責任者 康大川（中華人民共和国新聞総署国際新聞局 
            日語課長兼人事科長） 
            日本側責任者 島田政雄（日中友好協会準備会幹事） 
（註）康大川氏と島田政雄の関係 




 1950 年秋       日中翻訳出版懇話会成立。日本側の依頼に応じ中国より郭 























 1950 年末～51 年春   華日辞典カード調査、島田より調査と返還促進の依頼をう 
けた康大川氏の動き。 












 1953 年 7 月     本間学長より…以下 
 1953 年 10 月 5 日  康大川人民中国日本語版編集長より… 
は誤りと康大川氏は指摘しています（島田宛返書）。ことに（人民中国日本語版）がで
きたのは 1963 年 6 月であって、てんで間違いとの康大川氏の指摘です。 
 1954 年 9 月 12 日  邦人引揚げ船興安丸の乗船代表として島田が天津にゆき、天津 



























































































































   
十二日舞鶴を出港、塘沽へ向う興安丸に、日中友好協会乗船代表嶋田政雄氏の荷物と



















































終戦の年、上海の東亜同文書院では、一団の教授が黙々として華日辞典の原稿をカードにつくっていた。卅万語、それまで最大といわれた石山福治氏のものに何倍かの分量で、まさに画期的のものになる筈だった▼敵産 没収せられて八年、在留邦人問題でむこうへいった内山完造氏に頼み、郭沫若副総理にしらべてもらった結果ゆ えがわかった。こんど戦犯引揚船でもたらされるカードがそれである▼この仕事を立案し経費を出し 東亜同文書院は消滅したが、仕事にあたった熊野一橋大 鈴木愛知大教授等は健在だから、今後こ をどう編集してゆくかについては、教授連に第一の発言権がある▼カードは一部紛失しているというし、また、湖南 が中共 天下 と ため 湖南 方言が通用し、そんな語をも入れねばならぬ。あたら くやり直さなけ ばな ぬから、その経費が大変だ。どのようにして世界第一の中国語辞典として結実させるか 今後 問題だ▼出版者の多くがベスト・セラーをねらい、価値があるとわかっていても手を出さ いのが日本だ。そ 実、出版社の名が永久にのこるのは、一時の流行書を出すからではなく、不朽 名著を出すことによる である▼諸橋轍次博士の漢字大辞典、山崎総与氏の中国地 辞典、永尾龍造氏の中国風俗誌など、埋れた大著の列に華日辞典 るかとおもうとまことに寒心にたえぬ▼やむを得ずんば 国立 編訳局案 も提唱しようか。
 


































































































      〔注〕愛知大学内鈴木教授宛能智修弥氏の書信。
 






















































































































































































昭和十五・六年頃時局緊張 め一時工作が停頓したこ もある 十八 九年頃出版に関して種々の意見があらわれ 結局、この種 ものは性質上完全を期 ことは不可能であるから 現有のうちでは最良のものである 自信を持 る以上 この辺で 度整理出版すべしとのことに落 つき、一部のものは整理 かかり、一部のものは更に蒐集をつづけ、昭和二十一年末頃までには全部整理を終る豫定であっ 。
 
昭和二十年終戦時において、原稿カード 約十四萬枚 ったが、一 でカード数枚にわたるものもあり また同一語が数枚に亘って重複しているものもあるので 実際 語数は十萬語餘りであろうと推定される。
 













































































さて早速でありますが、華日辞典編纂の全般的審議のために評議員全部の方々 の御参集を仰ぐ件につきましては、さきに鈴木択郎教授より評議員各位の御都合をおうかがい致しておりましたところ、七月九、十日の期日では野崎先生が講義の関係上御都合がわるいことが判りましたので、さらに七月十六、十七両日の線 て各位の御都合をおうかがい致しました結果、只今までに判明しましただけでも坂本先生の御都合 わるく御回答未着が二名となつており す。
 












































                                                爱知大学学长
   本 间 喜 一 
 一九五四年十二月二十二日
 
     ***************************************************************************** 








                               爱知大学学长
     
                                         本  间  喜  一 
 一九五四年十二月二十二日
 
   〔注〕張禄澤女士への招聘状（鈴木教授手書き原稿）
。
張禄澤女士は同文書院大学
中国語講師欧陽可亮氏夫人。欧陽氏は当時台湾から出国することが出来なかったので、先に来日することとなった。
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